
 

 

 

 

 

 

ガバナー例会公式訪問を開催しました。 

2020年 11月 16日(月) 

 

                                   国際ソロプチミスト町田 

                                   会長 柴﨑亜紀子 

 

2020年 11月 16日(月)、待ちに待った「ガバナー例会公式訪問」を迎えました。 

例会に先立っては、会員有志による昼食会を兼ねた交流会に、ガバナーとガバナー・エレクトのお二人を

お招きしました。 

渡辺ガバナーが何より強くお話のあったのは、『いつも通りの例会を見せてください』との言葉でした。

その言葉に押されるように、飾ることなく、それぞれの会員が意見交換し例会は進行していきました。 

 

渡辺ガバナーより頂いた総評の中で強く印象に残ったことは、「SIアメリカの一員として、クラブ会員

の皆様にお目にかかって、大事な資金や寄付行為の大切さ、感謝をお伝えすることが何よりも大切だと

感じています。クラブ会員の皆様には、私たちが国際的な組織に所属しており、継続していくには、会員

自身が楽しんで活動すること、そして新しい会員を受け入れる心を持ち続けることが何よりも大切です」

との言葉でした。私たち一人一人の行動や態度が素敵な出会いに繋がっていることを改めて感じました。   

大貫ガバナー・エレクトには、顔をあわせ言葉を交わす例会の大切さや、活動の上での懸念事項に対す

る考えや対応策について具体的にご指示を頂きました。そして何よりも、認証後 30年という経験豊かな

当クラブであっても、コロナ禍での新しい日常で、変化を恐れず変化することの大切さを教えて頂き、今

後の活動に勇気を頂きました。 

 

会長として、初めてのガバナー例会公式訪問でしたが、私の想像をはるかに超えて、ガバナーお二人

は、大変朗らかで、気持ちの「熱い」女性でした。所属クラブでの活動の様子や、会員維持の秘訣を伺い、

何よりも楽しんで活動していらっしゃる様子が、一人のソロプチミストとして、またクラブを代表する

会長として、経験の浅い私にはとても勉強になり、勇気づけられました。また、東リジョンとクラブとの

垣根を越えて、一体感さえ感じられた素敵な機会でした。 

 

このような機会を与えて頂いたことに感謝し、今後のクラブ活動に役立てていきたいと思います。 

そして、機会があれば、もう一度「ガバナー例会公式訪問」でガバナーにお越し頂き、お目にかかりたい

と思います。 

 写真を添付します。 



 

 

渡辺史子ガバナー                ガバナー例会公式訪問ですが、いつも通りの 

大貫成子ガバナー・エレクト           例会を開催しました 

SI町田、会長 柴﨑 

SI町田 高橋実行委員長 

 

 

   

 ガバナー総評では、 

東リジョンとクラブの垣根を越えて、 

たいへん具体的に、そして熱心にお話し頂きました。 

11月度例会は、議事が盛りだくさんの中、 

粛々と進行しました。 

 


